
学校番号 ３０９ 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 
桐原書店「 MY WAY English 

Communication II 」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 コミュニケーション英語Ⅱは週に３時間あります。毎時間、教科書の読解や教科書に出てきたトピッ

クに関して話し合ったり、自分でその内容を英語で要約して話せる練習をしたりします。また、週に１

回はリスニング練習を行い、別の１回は NET の先生と一緒に英語を使う練習をします。読む、聞く、

話す、書くという４技能を統合的に育成する科目です。英語力をさまざまな方面から高めましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◎やりとり 

簡単な英語で、意

見や気持ちをや

りとりしたり、意

見や反対などの

自分の意見を伝

えたりすること

ができる。 

◎発表 

使える語句や表

現を繋いで、なじ

みのあるトピッ

クや自分の関心

のある事柄につ

いて簡単に意見

を言うことがで

きる。" 

コミュ英

Ⅱ 

・発話 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ 

ﾃｽﾄ 

英語表現

Ⅱ 

・発話 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

自分に直接かか
わりのある環境
（学校、家庭、
地域など）の出
来事を、辞書を
使いながら、あ
る程度書くこと
ができる 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・定期考査 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・定期考査 

自然な速さの標準

的な英語で話され

ていれば、短いト

ピックについて大

まかな要点を理解

することができ

る。 

コミュ英

Ⅱ 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

英語表現

Ⅱ 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・定期考査 

簡単な読み
物を適宜辞
書も利用し
ながら理解
することが
できる。 

コミュ英

Ⅱ 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・定期考査 

 

英語表現

Ⅱ 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( 4 時間)  

  

  

  

 

Pictograms 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しなが
ら会話を続ける。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明
を読んで、その内容を
口頭で要約する。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来の夢に
ついて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づ
いて、自分の将来の夢
について伝え合う。 

・イラストを使って，
本文に述べられてい
る各国の 4 月につい
て説明する。 

・一番好きな月や，そ
の理由について述べ
る。 

・人物についての説
明を読んで、その内
容を口頭で要約す
ることができる。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来の夢
について話すこと
ができる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 

（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し

ない） 

・Summary Chart を

利用して、セクション

ごとに概要を把握す

る。 

・相手の好きな月や，

その理由を聞き取る。 

（本単元では設定

しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち
を伝える表現
（hope[that]S’+V’ 
～など）の使い方を理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 
・身近にあるピクトグ
ラム、国や地域によっ
て異なるピクトグラ
ム、日本発祥のピクト
グラムなどについて
学ぶ。 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現
（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を
理解している。 

・S＋V＋C 

・S＋V＋O 

・S＋V＋O＋O 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

lesson ２ 

(4 時間)  

A New Way 
to Clean 
Up the 
Ocean 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しなが
ら会話を続ける。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明
を読んで、その内容を
口頭で要約する。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来の夢に
ついて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づ
いて、自分の将来の夢
について伝え合う。 

・イラストを使って，
水族館について説明
する。 

・海外からの旅行者に
薦めたい施設につい
て，観光案内人と観光
客になってやりとり
する。 

・人物についての説
明を読んで、その内
容を口頭で要約す
ることができる。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来の夢
について話すこと
ができる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 

（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

・外国人旅行者にお薦
めの観光地を紹介し
ている対話を聞き取
る。  

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち
を伝える表現の使い
方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

・あるオランダ人の若
者による海のプラス
チックごみ回収のた
めの取り組みや、その
挑戦する姿勢につい
て学ぶ。 

・S＋V＋C 

・S＋V＋O 

・S＋V＋O＋O 

５文型を理解し、正
確に英文を読み取
ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

 ( 4 時間) 

Cuba 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説
明を読んで、その内
容を口頭で要約す
る。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来の夢
について話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 

 

・人物についての説
明を読んで、その内
容を口頭で要約す
ることができる。 

・読んだことに基づ
き、自分の将来の夢
について話すこと
ができる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 

（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現の使
い方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

・キューバの歴史が生
み出した文化的な特
徴や、平等と助け合い
に重点を置いた社会
制度について学ぶ。 

 ・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson４ 

(4 時間) 

The 
World’s 
Poorest 
President 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見につ

いて話すためのキーワー

ドをワークシートにメモ

し、それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、その

内容を口頭で要約す

る。 

・読んだことに基づき、

自分のことについて話

す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、学んだことについて

伝え合う。 

・イラストを使って，学

んだことについて説明す

る。 

・説明を読んで、その

内容を口頭で要約す

ることができる。 

・読んだことに基づ

き、自分のことについ

て話すことができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテスト

を実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配置

する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションごと

に概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「世界で最も貧しい大統

領」と呼ばれたウルグア

イのホセ・ムヒカ元大統

領の「幸せ」についての

考え方を学ぶ。 

既習事項を理解し、
正確に英文を読み
取ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 



 
 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5 

(4 時間) 
Eye 

Contact 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要約
する。 

・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づ
いて、学んだことにつ
いて伝え合う。 

・イラストを使って，
学んだことについて
説明する。 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要
約することができ
る。 

・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話すことがで
きる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 

（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現の使
い方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

・デフリンピックに参
加したろう者女子サ
ッカー選手からアイ
コンタクトの大切さ
を学ぶ。 

既習事項を理解し、
正確に英文を読み
取ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson６ 

(4 時間) 

A Space 

Elevator 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要約
する。 

・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づ
いて、学んだことにつ
いて伝え合う。 

・イラストを使って，
学んだことについて
説明する。 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要
約することができ
る。 

・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話すことがで
きる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 

（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・宇宙エレベーターの構

造について学び、その実

現可能性について考え

る。 

既習事項を理解し、正

確に英文を読み取る

ことができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 
 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson７ 

(4 時間) 

An 

Encouraging 

Song 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要約
する。 

・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づ
いて、学んだことにつ
いて伝え合う。 

・イラストを使って，
学んだことについて
説明する。 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要
約することができ
る。 

・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話すことがで
きる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 

（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現の使
い方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

・時代を超えて歌い継
がれる ZARD の『負け
ないで』について知
り、坂井さんはどのよ
うな思いを込めたの
かを知る。 

既習事項を理解し、
正確に英文を読み
取ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson ８ 

(4 時間)

  

Language 
Contacts 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 
・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要約
する。 
・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 
・ペアで、メモに基づ
いて、学んだことにつ
いて伝え合う。 
・イラストを使って，
学んだことについて
説明する。 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要
約することができ
る。 
・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話すことがで
きる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 
（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現の使
い方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 
・小笠原諸島の「小笠
原言語」を例に、複数
の言語が出会うとき、
互いに及ぼす影響に
ついて考える。 

既習事項を理解し、
正確に英文を読み
取ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson９ 
(4 時間) 

Charles 

Chaplin 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 
・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要約
する。 
・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 
・ペアで、メモに基づ
いて、学んだことにつ
いて伝え合う。 
・イラストを使って，
学んだことについて
説明する。 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要
約することができ
る。 
・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話すことがで
きる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 
（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現の使
い方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 
・20 世紀の喜劇王と呼
ばれたチャップリン
の半生を学び、喜劇王
になるまでの葛藤に
ついて学ぶ。 
 

既習事項を理解し、
正確に英文を読み
取ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson10 
(4 時間) 

The 

Five-story 

Pagoda of 

Horyuji 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
る。 

・セクションごとの内
容に対する感想や意
見について話すため
のキーワードをワー
クシートにメモし、そ
れを参考にしながら
ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力し
ながら会話を続け
ている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 
・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材
料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要約
する。 
・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話す。 

・各セクションの内容
を口頭で要約する。 
・ペアで、メモに基づ
いて、学んだことにつ
いて伝え合う。 
・イラストを使って，
学んだことについて
説明する。 

・説明を読んで、そ
の内容を口頭で要
約することができ
る。 
・読んだことに基づ
き、自分のことにつ
いて話すことがで
きる。 

・授業時間を利用し
てインタビューテ
ストを実施する。 
（テスト時は、１ク
ラスに教員２人を
配置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

・Summary Chart を
利用して、セクション
ごとに概要を把握す
る。 

（本単元では設定
しない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持
ちを伝える表現の使
い方を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 
・1300 年もの間倒れ
ずにその姿を保って
いる法隆寺の五重塔
の秘密を学ぶ。 

既習事項を理解し、
正確に英文を読み
取ることができる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 


